
● 自動化によりスプレー工程を高効率化。

電気信号によりスプレーを高速で間欠させるとともに
1サイクル (ON→OFF) におけるスプレーの吐出と停止
の割合を調整することにより、噴射量をコントロール
する制御方法。
サイクルスピード (1 分間におけるON/OFF 回数 ) と
Duty Cycle (1 サイクル内でのON/OFF の比率 ) により
スプレー制御を設定します。
ノズルのセッティングや噴射圧力といったスプレー
条件はそのままの状態で、噴射量の微調整を行なう
ことも可能です。

● 高性能自動スプレーガンにより定量スプレーを実現。

● 帯電防止のため各部をアース接続。

● 用途に応じて自動スプレーガンやセットアップを選定
できます。

● 噴射に圧縮空気を使わない一流体スプレーはミストの
飛散を少なくすることができます。

● 高速間欠が可能な電動型自動スプレーガンにも対応。
高速搬送ラインでのタイミング制御や PWM制御機能
を利用した微量スプレー、流量調整が可能。

● ナイロン製キャスター（油による腐食防止）
エアパージ仕様の制御盤（ミスト状のアルコール対策）
など、食品工場とアルコールスプレーを考慮した安全
安心設計。

アルコール製剤スプレーユニット

電源

圧力タンク容量

使用可能な
自動スプレーガン※1

備考

AC100V 単相

20L

エアー駆動式一流体自動スプレーガン
（JMT タイプ、JJAUHタイプ）
エアー駆動式二流体自動スプレーガン
（JMAC タイプ、JJAU タイプ）
電動式一流体自動スプレーガン
（10000AUHタイプ）

※2

制御盤はエアパージ仕様
光電センサー等によるスプレーの
タイミング制御
高速間欠制御（最大 5000 サイクル /min）
ならびに PWM制御機能対応
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